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　　　　悩まず早めに相談を！
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広報みほ　令和４年９月号

■問合せ　美浦村地域包括支援センター（福祉介護課内）☎０２９－８８５－０３４０（内）１３５■問合せ　美浦村地域包括支援センター（福祉介護課内）☎０２９－８８５－０３４０（内）１３５

９月は『茨城県認知症を知る月間』です９月は『茨城県認知症を知る月間』です９月は『茨城県認知症を知る月間』です

認知症とは、様々な原因で脳に障害が生じ、記憶・判断力などの低下により日常生活や社会生活に支障が
出ている状態（おおよそ６か月以上継続）をいいます。高齢になれば誰でも認知症になる可能性があります。
正しく理解し、早く気付いて対応することで、症状を軽減できたり、進行を緩やかにすることができます。

地域で見守りましょう地域で見守りましょう
日常的なあいさつやちょっとした会話、困っている様子を見たらひと声かけるなど、日頃のつながりが安
心感につながります。

●「おかえりマーク」を配布しています●「おかえりマーク」を配布しています

<おかえりマーク>

事前登録した番号の入ったシールを服や靴に貼っておくことで、行方不明にな
り警察などに保護された際、登録番号から迅速に本人を特定し、家族に連絡す
ることができます。登録を希望される方は美浦村地域包括支援センターまでお
問合せください。

見　本

◇開催日 １０月２８日（金）、１２月２３日（金）
◇時　間 午後１時３０分～３時３０分（受付／午後１時～）
◇会　場 美浦村老人福祉センター（木原１５０－２）
◇参加費　無料
◇申込先　美浦村社会福祉協議会　☎０２９－８８５－００３８
※参加を希望される方は開催日の１週間前までにお申し込みください。

オレンジカフェに来てみませんか？オレンジカフェに来てみませんか？
オレンジカフェ（認知症カフェ）は認知症の人やその家族、地域の人など誰もが気軽に集える場所で
す。参加者の体験談から学べたり、息抜きができたり、医療・福祉の専門職への相談もできます。

穏やかに声をかけ、相手の言葉にゆっくり耳を傾けて何をしたいのか確認しましょう。
気がかりな言動がある場合は警察に連絡しましょう。

●道に迷っている？●道に迷っている？

《声かけポイント》
・服装が季節に合っていない、服装と履き物がちぐはぐである。
・同じ場所に長時間座りこんでいる。
・わき目もふらずに歩いている。
・バッグなどを持っていない、持っていても不自然な荷物を持っている。

元気がなかったり、興味や
関心を示さなくなった。

ささいなことで怒ったり、
不安をいだくようになった。

こんな変化ありませんか？こんな変化ありませんか？

同じことを何度も話す。
置き忘れ、しまい忘れが多くなった。

記　憶記　憶

できていたことが、できなくなった。
慣れた道具の使い方がわからなくなった。

実　行実　行 不　安不　安

意　欲意　欲

った。

た

「自分だけは大丈夫」と
思っていませんか？

【ひとこと助言】
今あるお墓を片付け、寺など墓地の管理者に返還する墓じまいの際に、高額なお布施（檀家をやめると
きに寺へのお礼として慣習的に支払う、いわゆる「離檀料」など）を要求されたという相談が寄せられて
います。離檀料に明確な基準はなく、金額に納得がいかない場合は、基本的には寺などと話し合うこと
になります。墓じまいは勝手にはできず、寺などが発行する「埋葬証明書」などが必要です。家族や親族
などを交えるなどして、よく話し合いましょう。

高齢者を狙った、下記のような事例が多くなっていますのでご注意ください。その他
気になることがございましたら、お気軽に消費生活センターまでご相談ください。

《事例１》自宅から遠く、自分も入るつもりはないので、墓じまいを寺に申し出たところ、３００万円ほ
　　　　　どの高額な離檀料を要求され困惑している。払えないと言うとローンを組めると言われた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（当事者：８０歳代　女性）
《事例２》跡継ぎがいないのでお寺に離檀したいと相談したところ、過去帳に８人の名前が載っている
　　　　　ので、７００万円かかると言われた。不当に高いと思う。　　　　（当事者：７０歳代　女性）

見守り
新鮮情報

高齢者向け悪質商法・ニセ電話詐欺被害防止共同キャンペーン中

消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は
◇村消費生活センター（消費生活相談全般）…役場１階西側（収納課奥）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時　☎８８５－７１４１（直通）
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。また、都合により相談員が
　不在の場合がありますので、電話でご確認ください）
◇消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎１８８※３桁で繋がります。
◇県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

い や や

全国の消費生活センター等には、６０歳以上の高齢者から情報通信分野に関連する相談や、定期購入につ
いての相談が多く寄せられています。８０歳以上ではこうした相談に加え、リフォーム工事、訪問販売、
電話勧誘販売の相談が多くなっています。高齢者の消費者トラブルを防ぐには、周囲の人の見守りが重
要です。不審な電話や訪問を受けたときの対応方法や、どこに相談するかなどを周囲の人と話し合って
おきましょう。

６０歳以上に多い消費者トラブル

「無料で点検する」という事業者の突然の訪問や、「料金３，０００円」など低価格を強調したチラシをきっか
けとした排水管や排水ますなどの洗浄サービスに関するトラブルが起きています。安易に応じないよう
にしましょう。料金の条件や内容は、慎重に確認しましょう。自分でも排水管等の状況を確認したり、
十分な説明を求めたりすることが重要です。不要な場合はきっぱり断りましょう。

排水管の点検・洗浄の勧誘に注意！


